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いつでも誰でもすぐ利用できるオープンデータの活用法

１．NDBオープンデータ

２．病床機能報告オープンデータ

３．DPC導入の影響評価に関する調査：集計結果

４．患者調査

５．医療施設静態・動態調査

６．国勢調査

７．将来推計人口・世帯数＞日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）

８．社会医療診療行為別統計

何に使える？どう使う？



全国から層化無作為に医療施設を抽出し、調査の期日中にその医療施設を利用した患者につい
ての調査。
（全国で対象となる施設は、病院約6,500施設、一般診療所約6,000施設、歯科診療所約1,300施設）

調査の時期

入院及び外来患者については、10月の3日間のうち医療施設ごとに定める1日。

退院患者については、9月1日～30日までの1か月間。(国への提出期限1月上旬)

(昭和二十八年七月六日)
(厚生省令第二十六号)

医師の診断した傷病名に基づく傷病調査
昭和23年に行われた「施設面からみた医療調査」を前身
昭和28年に「患者調査」
患者の診療録の内容に基づく1日調査。毎年実施。
昭和59年からは、調査内容を充実し3年に1回、医療施設静態調査と同時期に実施
平成5年調査からは、病院の入院患者及び病院の退院患者の状況を二次医療圏別に表示可能

患者調査規則

4. 患者調査



調査事項

性別、出生年月日、患者の住所、入院・外来の種別、受療の状況、診療費等支払方法、紹介の状況、
その他関連する事項

医療機関の抽出方法

• (1)抽出枠(フレーム)は、医療施設基本ファイルとする。

• (2)抽出方法は、層化無作為抽出とする。(500床以上の病院については、悉皆調査となる。)

• (3)客体数は、地域別(病院の入院については二次医療圏まで、病院の外来、一般診療所及び歯科診療
所については都道府県まで)推計が可能な数とする。

• (4) 医療施設側の記入者負担軽減を図るため、病院については二段抽出を併用する。
(500床未満の病院の入院・外来の患者のうち生年月日の末尾が奇数の患者については全調査事項

を調査することとし、生年月日の末尾が偶数の患者については「入院・外来の別」、「性別」、「出生年月日」
のみを調査する。また、500～599床の病院の入院・外来患者については生年月日の末尾が1,3,5,7日の患
者について、600床以上の病院については生年月日の末尾が3,5,7日の患者については全調査事項を調査
することとし、それ以外の患者については「入院・外来の別」､「性別」､「出生年月日」のみを調査する。)

4. 患者調査



計数のない場合
計数不明又は計数を表章することが不適当な場合
統計項目のあり得ない場合
推計値、比率等でまるめた結果が表章すべき最下位の桁の1に達しない場合

-
…
・
0または0.0

(3)掲載の数値は、単位未満を四捨五入しているため、内訳の合計が総数に合わない場合もある。

(4)傷病分類の患者数は、「副傷病」と記述のあるところ以外は「主傷病」について表章したものである。

(1)本調査における傷病は、世界保健機構(WHO)の「疾病及び関連保健問題の国際統計分類」（ICD）に基づ
いて定められた「疾病、傷害及び死因の統計分類」を適用

4. 患者調査



(1) 推計患者数

• 調査日当日に、病院、一般診療所、歯科診療所で受療した患者の推計数である。

(2) 推計退院患者数

• 調査対象期間中（9 月1 日～30 日）に病院、一般診療所を退院した患者の推計数である。

(3) 退院患者の平均在院日数

• 調査対象期間中（9 月1 日～30 日）に退院した患者の在院日数の平均である。

(4) 受療率

• 推計患者数を人口10 万対であらわした数である。

• 受療率（人口10 万対）＝推計患者数／推計人口×100,000

• ※患者調査（３年に１回）と国勢調査（５年に１回）の実施年が重なる場合には、国勢調査人口を使用

(5) 総患者数（傷病別推計）

• ある傷病における外来患者が一定期間ごとに再来するという仮定に加え、医療施設の稼働日を考慮した調整
を行うことにより、調査日現在において、継続的に医療を受けている者（調査日には医療施設で受療していない
者を含む。）の数を次の算式により推計したものである。

• 総患者数＝推計入院患者数＋推計初診外来患者数＋推計再来外来患者数×平均診療間隔×調整係数
（6/7）

4. 患者調査 どんな調査結果を提供しているの？



https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/10-20-kekka_gaiyou.html

患者調査の概況 結果の概要

さぁ、何に使える？ どう使う？

4. 患者調査

「一を聞いて十を知る」ようなサンプリングデータからの推計である

昔から同じ形式でのデータ蓄積があり、時代の推移を見るのに適す

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/10-20-kekka_gaiyou.html


NDBや病床機能報告と比べてどうですか？

4. 患者調査



https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/79-1b.html#8医療施設調査(基幹統計)

目的
（１）静態調査
施設名・施設の所在地、開設者、診療科目、設備、従事者の数及びその勤務の状況、
許可病床数、社会保険診療等の状況、救急医療体制の状況、診療及び検査の実施の
状況、その他関連する事項

（２）動態調査
施設名・施設の所在地、開設者、診療科目、許可病床数等

調査の時期

(1)静態調査 3年ごとの10月1日（国への提出期限11月下旬）
(2)動態調査 開設・変更等のあった都度(同 翌月20日)

５.医療施設静態・動態調査

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/79-1b.html#8


調査の沿革

昭和23年に行われた「施設面からみた医療調査」を前身

昭和28年に「医療施設調査」となった。

昭和48年に医療施設より提出される開設・廃止等の申請・届出に基づき「医療施設動態
調査」を毎月実施

昭和50年から3年ごとに、全医療施設の詳細な実態を把握のため「医療施設静態調査」
現在に至る。

（静態調査は昭和56年までは12月末現在で調査、昭和59年からは10月1日現在で調査）

５.医療施設静態・動態調査

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/79-1a.html

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/79-1a.html


５.医療施設静態・動態調査



病床機能報告と比べてどうですか？

５.医療施設静態・動態調査



生老病死は人の常

何をするにもすべては人口が基本



６．国勢調査



６．国勢調査 https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&tclass1=000

001136466&cycle_facet=cycle&tclass2val=0&metadata=1&data=1

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&tclass1=000001136466&cycle_facet=cycle&tclass2val=0&metadata=1&data=1
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&tclass1=000001136466&cycle_facet=cycle&tclass2val=0&metadata=1&data=1
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&tclass1=000001136466&cycle_facet=cycle&tclass2val=0&metadata=1&data=1


https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&tclass1=0000

01136466&stat_infid=000032142410&cycle_facet=cycle&tclass2val=0&metadata=1&data=1

６．国勢調査

年齢不詳

2,931,838
/126,146,099

2.324 %

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&tclass1=000001136466&stat_infid=000032142410&cycle_facet=cycle&tclass2val=0&metadata=1&data=1
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&tclass1=000001136466&stat_infid=000032142410&cycle_facet=cycle&tclass2val=0&metadata=1&data=1
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&tclass1=000001136466&stat_infid=000032142410&cycle_facet=cycle&tclass2val=0&metadata=1&data=1


６．国勢調査

https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=002

00521&tstat=000001136464&cycle=0&year=202

00&month=24101210&tclass1=000001154387&t

class2=000001159626&tclass3val=0

不詳補完結果

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&year=20200&month=24101210&tclass1=000001154387&tclass2=000001159626&tclass3val=0
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&year=20200&month=24101210&tclass1=000001154387&tclass2=000001159626&tclass3val=0
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&year=20200&month=24101210&tclass1=000001154387&tclass2=000001159626&tclass3val=0
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&year=20200&month=24101210&tclass1=000001154387&tclass2=000001159626&tclass3val=0
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200521&tstat=000001136464&cycle=0&year=20200&month=24101210&tclass1=000001154387&tclass2=000001159626&tclass3val=0


６．国勢調査
JSTATMAPを使用した任意の領域の性別・年齢別人口 https://jstatmap.e-stat.go.jp/map.html

https://jstatmap.e-stat.go.jp/map.html


日本の地域別将来推計人口

将来の人口を、都道府県別・市区町村別に求めることを目的としたもので、
令和２（2020）年の国勢調査を基に、令和32（2050）年までの５年ごと30
年間について、男女・5歳階級別に推計

3. 都道府県・市区町村別の男女･年齢（5歳）階級別将来推計人口

https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson23/3kekka/Municipalities.asp

７．日本の地域別将来推計人口

https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson23/3kekka/Municipalities.asp


https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson23/3kekka/Municipalities.asp


https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson23/3kekka/Municipalities/33.xlsx

７．日本の地域別将来推計人口

https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson23/3kekka/Municipalities/33.xlsx


2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

総数 -0.000686813 -0.00766 -0.01266 -0.01674 -0.02127 -0.02673

0～4歳 -0.063411037 -0.12346 -0.12233 -0.10939 -0.10824 -0.12671

5～9歳 0.013379484 -0.06927 -0.12761 -0.12704 -0.11432 -0.11347

10～14歳 0.002277031 0.010796 -0.07054 -0.12916 -0.12855 -0.11589

15～19歳 0.015284105 0.002821 0.013283 -0.06837 -0.1267 -0.12627

20～24歳 0.004523965 0.01341 0.016648 0.025635 -0.04974 -0.10385

25～29歳 -0.004410907 -0.00836 0.011446 0.016378 0.02483 -0.0495

30～34歳 0.00547862 -0.01544 -0.01312 0.007011 0.013172 0.021467

35～39歳 0.006660855 0.001702 -0.01553 -0.01431 0.006265 0.013345

40～44歳 0.00653228 0.002629 -0.00334 -0.02127 -0.02076 6.78E-05

45～49歳 0.007793267 0.002849 -0.00162 -0.00711 -0.02533 -0.02445

50～54歳 0.002204931 0.008282 0.003406 -0.00103 -0.00673 -0.02543

55～59歳 0.001472471 -7.7E-05 0.007629 0.002838 -0.00148 -0.00721

60～64歳 9.80838E-05 -0.00081 -0.00257 0.005164 0.000163 -0.00413

65～69歳 2.43039E-05 0.001143 -0.00061 -0.00246 0.005186 0.000201

70～74歳 -0.005747877 -0.0015 -0.00067 -0.00238 -0.00392 0.004092

75～79歳 -0.00471108 -0.00741 -0.00197 -0.00074 -0.00268 -0.00414

80～84歳 -0.001076877 -0.00341 -0.00381 0.00418 0.004461 0.00203

85～89歳 0.002725009 0.005107 0.004416 0.00526 0.016025 0.017146

2020年の国勢調査(2023年推計）と2015年の国勢調査（ 2018年推計）の誤差

７．日本の地域別将来推計人口

５年ごとに発表される推計にどのくらい差が出るの？



https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/26-19a.html#link02

社会医療診療行為別統計

統計の沿革

本統計は、旧統計法における指定統計第79 号として

昭和30 年から実施された「社会医療調査」が前身である。

昭和49 年には、診療行為を主体とした「社会医療診療行為別調査」に改称し、

昭和53 年以降、調査事項、対象となる診療区分及び医療保険制度を順次拡大しながら調査を継続
してきた。
平成23年以降は、前記調査に加えて「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づく行政記録情報で
ある「匿名医療保険等関連情報データベース（以下「ＮＤＢ」という。）」から提供された診療報酬明細
書及び調剤報酬明細書情報を用いて集計を行い、レセプト電算化率の進捗に合わせて順次ＮＤＢを
用いた集計対象を拡大してきた。
平成27年から全ての集計対象がＮＤＢに蓄積された診療報酬明細書及び調剤報酬明細書となったこ
とに伴い、統計法における一般統計調査である「社会医療診療行為別調査」を中止し、行政記録情
報を用いた公的統計である「社会医療診療行為別統計」として作成することとなった。

8.社会医療診療行為別統計



集計対象

全国の保険医療機関及び保険薬局から社会保険診療報酬支払基金支部及び国民健康保険団体連
合会に提出され、６月審査分として審査決定された医療保険制度の診療報酬明細書及び調剤報酬明細
書のうち、ＮＤＢに蓄積されているもの全てを集計対象とした。

集計事項

診療報酬明細書 …… 年齢、傷病、診療実日数、診療行為別点数・回数及び薬剤の使用状況等
調剤報酬明細書 …… 年齢、処方箋受付回数、調剤行為別点数・回数及び薬剤の使用状況等

社会医療診療行為別統計

8.社会医療診療行為別統計



出典）令和４年社会医療診療行為別統計の概況（厚労省）

8.社会医療診療行為別統計





8.社会医療診療行為別統計



8.社会医療診療行為別統計



読み取る力

知的能力（知能）

データや知識に含まれている
意味を理解すること

（意味情報＝情報）

データ

問題解決

知識
判断や選択に役立つ

ことが知られている

データ

情報ニーズの発生

（形式情報）





https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10800000-

Iseikyoku/0000203846_3.pdf

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10800000-

Iseikyoku/0000203850_3.pdf

平成29年度 厚生労働省医政局委託 

― 平成29年度 医療施設経営安定化推進事業 ― 
医療施設の経営改善に関する調査研究 報 告 書 

平成30年３月 
委 託 先  株式会社 川原経営総合センター 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10800000-Iseikyoku/0000203846_3.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10800000-Iseikyoku/0000203846_3.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10800000-Iseikyoku/0000203850_3.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10800000-Iseikyoku/0000203850_3.pdf
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